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●今月の紙面 二宮小学校の朝のラジオ体操
（平成28年２月24日撮影）防災特集……………………………………………… ②～④

児童・生徒の心と体の健康を目指して…………… ⑥
駅北口に保育所分園が開園します………………… ⑦
みんなで一緒に健康づくり！……………………… ⑧
フォトトピックス…………………………………… ⑩～⑪

　始業前に外遊びをしている１～６年生の児童
たちは、音楽が流れるとラジオ体操を始めます。
　二宮小学校では誰もが気軽にできる運動と
して、朝のラジオ体操に取り組んでいます。
(６ページに関連記事)

Facebookを始めました！
　町内で開催するイベントや
事業を随時発信しています。
　皆さんの「いいね！」をお
待ちしています！



　
災
害
時
に
は
、
自
分
の
身
を

守
る
『
自
助
』
、
地
域
で
お
互

い
に
助
け
合
う
『
共
助
』
、
行

政
支
援
の
『
公
助
』
の
３
つ
の

《
助
》
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

●
備
蓄
を
し
よ
う

　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
行
政

や
防
災
機
関
な
ど
か
ら
の
支
援

が
開
始
さ
れ
る
の
に
約
３
日
か

か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

期
間
分
の
生
活
用
品
は
自
分
で

準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
の
協
力
が
不
可
欠

　
大
規
模
な
災
害
の
救
助
や
避

難
な
ど
に
は
、
隣
近
所
の
助
け

合
い
が
大
切
で
す
。

　
発
災
直
後
は
防
災
関
係
機
関

な
ど
の
支
援
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
場
合
に
助
け
あ

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
隣
近
所

で
す
。

　
普
段
か
ら
の
声
掛
け
や
地
域

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え
る

つ
な
が
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
こ
う

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
い
つ
発
災
し
て
も

大
丈
夫
な
よ
う
に
、
家
族
で
情

報
共
有
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
家
の
中
の
安
全
な
場
所
の
確

認
◆
電
話
が
つ
な
が
ら
な
く
な
っ

た
際
の
連
絡
手
段
の
確
認

◆
避
難
場
所
や
一
時
集
合
場
所

の
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
災
害
時
に
安
否
情
報
の
や
り

と
り
が
で
き
る
伝
言
板
『
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）』

の
利
用
も
効
果
的
で
す
！

　
３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
ち
ま
す
。
震
災
後
は
防
災
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
災
害
に
対
す
る
危
機
感
が
薄
ら
い
で
き
て
し
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
機
会
に
改
め
て
考
え
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆非常食・水
　カンパン、缶詰、飲料水（ペット
ボトル）、缶切り、はし・フォー
ク・スプーンなど
◆医薬品類
　キズ薬、バンソウコウ、包帯、鎮
痛剤、かぜ薬、胃腸薬、生理用品
など
◆衣類など
　下着、上着、タオル、軍手、洗面
用具、雨具など
◆貴重品
　保険証、免許証、通帳・印鑑、現
金、証書・権利書など
◆小物・道具類
　懐中電灯、携帯ラジオ、乾電池、
ライター・マッチ、ロウソク、ロ
ープ、簡易トイレなど
◆その他
乳幼児がいる場合▼
　粉ミルク、ほ乳びん、紙おむつ、
母子手帳など
要介護者がいる場合▼
　紙おむつ、介助用品、入れ歯など

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

　
　
　
　災
害
に
そ
な
え
よ
う

災
害
時
の

　
３
つ
の
《
助
》

必要となる主な備蓄用品

震災後の南三陸町

自
助

共
助

2広報にのみや 平成28年３月10日
町の木
つばき

町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ



●
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う

　
災
害
時
に
適
切
な
行
動
を
と

る
た
め
に
は
、
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
を
体
験
し
、
反
射
的
に

体
が
動
く
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
地
域
な
ど
の
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

●
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す

　
公
助
と
は
役
場
や
消
防
・
警

察
、
国
、
自
衛
隊
な
ど
に
よ
る

救
助
活
動
や
支
援
物
資
の
提
供

な
ど
の
公
的
な
支
援
を
い
い
ま

す
。
町
に
は
次
の
よ
う
な
備
え

が
あ
り
ま
す
。

・
災
害
時
用
備
蓄
品
を
整
備
し

　て
い
ま
す

　
災
害
時
の
一
時
的
な
使
用
を

想
定
し
、
広
域
避
難
所
（
小
中

学
校
を
含
む
）
な
ど
に
災
害
時

用
品
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

◆
非
常
食

◆
保
存
飲
料
水

◆
毛
布
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

・
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

　
町
で
は
災
害
時
に
速
や
か
に

応
急
対
策
活
動
が
と
れ
る
よ
う
、

他
市
町
村
や
協
力
企
業
な
ど
と

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

●
世
帯
状
況
確
認
票
を
記
入
し
よ
う

　
住
民
の
名
簿
や
手
助
け
が
必

要
な
方
の
情
報
を
災
害
時
に
収

集
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
町

で
は
地
区
と
連
携
し
、地
区（
自

治
会
）
名
簿
な
ど
を
災
害
時
に

安
否
確
認
名
簿
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
世
帯
状
況
確
認
票
を

導
入
し
、
統
一
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
災
害
時
に
備
え
、
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

世
帯
状
況
確
認
票
の
詳
細
は

４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
海
抜
表
示
を
確
認
し
て
お
こ
う

　
町
内
約
１
６
０
か
所
に
海
抜

表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
自
宅
周
辺
の
海

抜
を
把
握
し
、
津
波
発
生
時
の

安
全
確
保
な
ど
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
海
に
近
い
地
区
の
方

は
、
地
震
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

海
岸
か
ら
離
れ
、
高
台
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

●平塚市・大磯町・二宮町
の災害相互協力に関する
協定

●災害時医薬品や物資(食
料品・生活必需品)の備
蓄に関する協定（東海大
学大磯病院・大型スーパ
ーなど）　　　　　など

主な災害協定

　
『
自
助
』『
共
助
』『
公
助
』

の
前
に
、
災
害
時
に
ど
れ
だ
け

の
情
報
を
『
知
っ
て
い
る
か
』

が
生
死
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
事
前
に
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
対

応
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
ツ

　イ
ッ
タ
ー
の
登
録
を
し
よ
う

　
町
で
は
、
メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
災
害
時
の
緊
急
情
報
な

ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
登
録
・
フ
ォ
ロ

ー
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

□
生
活
・
安
全
情
報

　
メ
ー
ル
配
信

□
防
災
・
安
全
安
心

　
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

※

通
信
費
な
ど
は
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
で

　
　で
き
る
こ
と

問
い
合
わ
せ

　
防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く

　
ら
し
安
全
班

　女性だけで結成されている防災隊『メー
プルリーブス』では、災害時に活用できる
知識や技術を習得するため定期的に訓練を
行っています。自分や家族、地域を守るた
め、一緒に活動しませんか。
訓 練 日　毎月第３土曜日10：00～12：00
訓練場所　消防本部２階防災対策室

女性の『力』がみんなを守る！

　災害により負傷者が出た際、中郡医師会二宮班などの協力を
得てラディアンに中央応急救護所を開設しますが、休日や夜間
に発災した場合に看護師の不足が予測されるため、災害時に協
力いただける町内在住の看護師を募集しています。看護師の登
録にご協力をお願いします。

　※詳細はお問い合わせください。

災害時に協力していただける看護師を募集しています

公
助

3 広報にのみや 平成28年３月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１



災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り

　
町
で
は
、
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
目
標
に
、
行
政
・
住

民
・
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
必

要
と
な
る
訓
練
に
加
え
、
情
報

伝
達
な
ど
の
連
携
訓
練
を
行
う

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
で
は
状
況
に
合

わ
せ
た
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

防
災
訓
練
が
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

世
帯
状
況
確
認
票
の
導
入

　
町
で
は
地
区
（
自
治
会
）
と

連
携
し
て
町
内
統
一
規
格
の
世

帯
状
況
確
認
票
を
導
入
し
、
各

地
区
で
利
用
す
る
名
簿
を
統
一

化
し
て
平
常
時
か
ら
使
用
す
る

こ
と
で
、
災
害
時
に
お
け
る
安

否
確
認
名
簿
と
し
て
の
活
用
や

要
支
援
者
の
把
握
な
ど
の
利
便

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
組

単
位
で
相
互
支
援
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
平
常
時
に
は
地
区
名
簿
と
し

て
利
用
し
、
災
害
時
に
は
安

否
確
認
お
よ
び
災
害
対
策
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
全
地
区

共
通
の
様
式
を
利
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く

ら
し
安
全
班

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

〜
世
帯
状
況
確
認
票
の
導
入
に
つ
い
て
〜

安
否
確
認
の
重
要
性

　
過
去
の
災
害
か
ら
、
安
否
情

報
が
災
害
時
に
お
い
て
重
要
に

な
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
町
で
も
、
平
成
24
年
度
か
ら

町
内
全
地
区
で
安
否
確
認
訓
練

を
取
り
入
れ
て
災
害
に
備
え
て

い
ま
す
。

安
否
確
認
訓
練
と
は

　
発
災
直
後
か
ら
終
始
必
要
と

な
る
安
否
情
報
を
集
約
す
る
訓

練
で
す
。

　
被
災
時
に
一
人
一
人
が
自
身

（
世
帯
）
の
安
否
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
自
主

防
災
組
織
が
そ
の
情
報
を
把

握
・
整
理
す
る
こ
と
で
発
災
直

後
の
支
援
体
制
（
共
助
）
や
、

災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
に
よ

る
公
的
支
援
（
公
助
）
に
つ
な

げ
ま
す
。
　
　

　
災
害
時
の
安
否
確
認
が
迅

速
・
正
確
で
あ
る
ほ
ど
、
減
災

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆名簿運用の流れ◆

各世帯へ確認票の配布・記入

地区へ確認票の提出

名簿の整備・利用

世
帯
状
況
確
認
票

《
記
入
情
報
》

●
基
礎
情
報（
地
区
名
、
世
帯
主
名
、
電
話
番
号
、
住
所
な
ど
）

●
相
互
支
援
や
公
的
支
援
に
必
要
な
情
報
（
世
帯
人
数
、
年
代
、

援
助
必
要
者
人
数
、
男
女
の
別
な
ど
）

※

平
常
時
は
地
区
で
管
理
し
、
災
害
時
に
は
安
否
確
認
や
地
区

活
動
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

※

名
簿
は
１
年
ご
と
に
更
新
し
、
情
報
は
適
切
に
廃
棄
さ
れ
ま

す
。

※名簿は１年ごとに更新します。

4広報にのみや 平成28年３月10日
「おかえりなさい」
心休まる一声を　　～一声運動～



み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　住
み
よ
い
ま
ち
！

〜
住
民
の
笑
顔
を
守
る
〜
　地
区
長
連
絡
協
議
会

　地
区
長
連
絡
協
議
会
は
、
町

内
20
地
区
の
代
表
者（
地
区
長
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
組
織
で
、

安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
区

間
で
の
情
報
を
共
有
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
よ
り
よ
い
地
区
に
す

る
た
め
、
住
民
同
士
の
協
力
を

大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

住

み

よ

い

ま

ち

　
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
で
あ
る

に
は
、「
困
っ
た
と
き
に
助
け
合

え
る
近
所
付
き
合
い
」
が
重
要

で
す
。

　
災
害
時
や
非
常
時
の
際
に
助

け
合
え
る
関
係
で
あ
る
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
が

な
に
よ
り
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

つ
な
が
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
各
地
区
で
は
、
希
薄
に
な
り

が
ち
な
近
所
付
き
合
い
や
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る

た
め
、
納
涼
祭
や
餅
つ
き
大
会
、

懇
親
旅
行
な
ど
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
顔
を
合
わ
す
機

会
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
助
け
合

え
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

情

報

を

伝

え

る

　
各
地
区
で
広
報
紙
や
回
覧
を

配
る
こ
と
に
よ
り
、
町
や
地
域

の
お
知
ら
せ
な
ど
の
情
報
が
多

く
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
で
の
情
報
共

有
を
図
り
、
地
区
に
お
け
る
要

望
を
取
り
ま
と
め
町
へ
提
出
し

て
い
ま
す
。

◆
み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
◆

　隣
近
所
で
の
助
け
合
い
や
思

い
や
り
の
気
持
ち
が
、
将
来
に

わ
た
っ
て
住
み
良
い
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

地
区
（
自
治
会
）
へ
の
加
入

方
法
な
ど
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

自
主
的
な
研
究
会

　
地
区
長
連
絡
協
議
会
で
は
、

地
域
活
動
活
性
化
を
図
る
た
め
、

今
年
度
は
次
の
３
つ
の
部
会
に

分
か
れ
て
自
主
研
究
を
し
ま
し

た
。

◆
地
域
防
災
研
究
会

　
自
主
防
災
に
つ
い
て
研
究
し
、

「
地
区
防
災
組
織
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
手
引
き
」
を
整
備
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
手
引
き
を

基
に
し
た
自
主
防
災
組
織
の
体

制
構
築
方
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

◆
地
域
研
究
会
①

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
あ
た
り
地
域
の
高
齢
者
を

支
援
す
る
体
制
構
築
方
法
な
ど

を
研
究
し
、
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
化
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
な
ど
を
提
案
し

ま
し
た
。

◆
地
域
研
究
会
②

　観
光
に
よ
る
町
の
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
、
町
内
の
観
光
資
源

や
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
研

究
し
、
軽
便
鉄
道
跡
地
を
活
用

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
案

な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

　　
町
へ
提
出
さ
れ
た
研
究
内
容

は
、
各
担
当
課
に
お
い
て
課
題

の
解
決
や
改
善
に
向
け
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
地
域
支
援
班

長野県高山村との
地域間交流事業

　地区長連絡協議会と町が協力
し、長野県高山村と15年にわた
り交流しています。
　町の地引き網体験や高山村の
高山まつりへの参加など、互い
の地域を訪れ交流を深めていま
す。
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児
童・生
徒
の
心
と
体
の
健
康
を
目
指
し
て

体
を
動
か
そ
う

Ｉ
Ｔ
機
器
と
の
付
き
合
い
方

　
近
年
、
深
夜
に
お
よ
ぶ
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
利
用
に
よ

る
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
、
日
常

的
な
身
体
運
動
の
減
少
な
ど
に

よ
る
子
ど
も
の
健
康
面
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
中
学
校

　
生
徒
が
球
技
大
会
や
ス
ポ
ー

ツ
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
を
企
画
・
運

営
し
、
体
を
動
か
す
機
会
を
作

っ
て
い
ま
す
。

●
小
学
校

　
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
や
体
育
委

員
会
に
よ
る
体
育
集
会
、
休
み

時
間
の
延
長
な
ど
、
各
校
で
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
体
育
で
は
、

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親

し
む
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

　
運
動
の
楽
し
さ
に
触
れ
た
り
、

運
動
す
る
機
会
を
増
や
し
た
り

す
る
た
め
、
体
育
の
授
業
に
お

い
て
準
備
体
操
に
プ
ラ
ス
し
た

運
動
を
取
り
入
れ
、
運
動
量
と

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　
心
身
の
健
康
に
は
、
運
動
だ

け
で
は
な
く
十
分
な
睡
眠
や
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
長
時
間
利
用
に
よ
る
生
活

習
慣
の
乱
れ
や
ネ
ッ
ト
依
存
、

ネ
ッ
ト
犯
罪
の
被
害
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
子
ど
も

で
も
、
保
護
者
の
知
ら
な
い
間

に
ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ

ー
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
い
た
と
い
う
事
例
が

あ
り
ま
す
。

　
進
学
・
進
級
を
機
に
お
子
さ

ん
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た

せ
る
家
庭
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
Ｉ
Ｔ
機
器
と
ど
の
よ
う
に

付
き
合
え
ば
よ
い
か
、
自
分
自

身
で
判
断
し
て
行
動
で
き
る
よ

う
、
家
庭
で
も
話
し
合
い
、
ル

ー
ル
を
設
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
指
導
班

チェックしよう！インターネット利用ルール
学校でも啓発活動を
しています！

□使用する時間・場所を決める
□フィルタリングを設定する
□ネット上に個人情報を書き込まない（自分も他人も）
□匿名だからといって、うそやうわさを書き込まない
□ネット上の情報をうのみにしない
□安易にメールを開いたり、転送したりしない
□IDやパスワードの管理を徹底する
□知らない人と電話やメール、メッセージの交換をしない
□使用するサイトやアプリ、課金について保護者へ相談する
□下着姿や裸の写真を撮らない、撮らせない、送らない
□困ったことがあれば、すぐに保護者に相談する
（参考）
◆警察庁「ＳＴＯＰ！ネット犯罪－あなたのお子さんは大丈夫!?－」
◆政府広報オンライン「あなたのお子さんは大丈夫!?スマホ、携帯にご
注意を！ネット犯罪の落とし穴」

◆人権教育啓発推進センター「あなたは大丈夫？考えよう！インターネ
ットと人権〈改訂版〉

●外部講師として携帯電
話事業者を招いた児童
生徒向け講話会の開催

●PTA総会や中学校の新
入生保護者説明会時に
おける、警察官や少年
補導員の方を招いた説
明会の開催

など

準備運動になわとびをプラス
しています（山西小学校）

今年度は、バドミントン大会を
企画しました（二宮中学校）

6広報にのみや 平成28年３月10日「もしものときのために
応急手当の救命講習を受けましょう！



悩
む
前
に
子
育
て
相
談
を
利
用
し
よ
う
！

悩
む
前
に
子
育
て
相
談
を
利
用
し
よ
う
！

よ

く

あ

る

相

談

　
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
に
進
学
す
る
と
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
親
も
新
し
い

環
境
に
置
か
れ
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
不
安
を
持
つ
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
相
談
例

〇
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
に
馴
染
め
る
か
不
安
だ

○
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い

〇
子
ど
も
が
今
ま
で
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た

〇
ほ
か
の
子
ど
も
と
自
分
の
子

ど
も
の
成
長
が
違
う
気
が
す

る
〇
育
児
が
う
ま
く
い
か
ず
イ
ラ

イ
ラ
す
る
　
　
　
　
　
な
ど

ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
悩
み
は
誰
も
が
感
じ
る
も
の

で
す
。
思
い
悩
む
前
に
、
ま
ず

は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
町
の
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
「
で

ん
で
ん
む
し
」
「
か
る
が
も
親

子
」
は
、
同
じ
年
齢
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
保
護
者
が
自
由
に
集

ま
り
、
子
育
て
仲
間
が
作
れ
る

場
所
で
す
。

　
ま
た
、
保
健
師
な
ど
が
い
る

た
め
、
健
康
や
発
達
に
つ
い
て

の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

※

日
程
な
ど
の
詳
細
は
広
報
に

の
み
や
お
知
ら
せ
版
３
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
町
内
に
は
公
立
１
園
、

私
立
３
園
の
保
育
所
が
あ
り
ま

す
が
、
４
月
か
ら
保
育
所
分
園

が
新
た
に
１
園
開
園
し
ま
す
。

■
み
ち
る
愛
児
園
駅
前
ナ
ー
サ

リ
ー

開
園
日

　
平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）

所
在
地

　
二
宮
８
２
３

－

８

　
（
旧
Ｉ
Ｔ
ふ
れ
あ
い
館
）

設
置
・
運
営
法
人

　
社
会
福
祉
法
人
　
寿
考
会

入
所
対
象
年
齢

　
０
歳
６
か
月
児
〜３

歳
未
満
児

※

年
度
途
中
で
３
歳
を
迎
え
た

方
は
年
度
末
ま
で
入
所
で
き

ま
す
。

定
員

　
20
名

開
園
時
間

　
月
〜
土
曜
日

　
７
時
15
分
〜
19
時

　
（
土
曜
日
は
16
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
育
成
相
談
班

※

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
子
育
て
支
援
班

◆
町
内
保
育
所
案
内
◆

《
公
立
》
１
園

・
百
合
が
丘
保
育
園
（
定
員
90

名
）

《
私
立
》
４
園

・
二
宮
保
育
園
（
定
員
90
名
）

・
梅
花
保
育
園
（
定
員
90
名
）

・
み
ち
る
愛
児
園（
定
員
60
名
）

・
み
ち
る
愛
児
園
駅
前
ナ
ー
サ

リ
ー
（
定
員
20
名
）

■
子
ど
も
育
成
課

（
☎
71

－

３
３
１
１
）

・
相
談
で
き
る
こ
と

　
一
般
相
談
、
育
児
・
発
達
相

談
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
相
談
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

・
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
71

－
７
１
０
０)

・
相
談
で
き
る
こ
と

　
栄
養
・
歯
科
な
ど
の
健
康
面

を
中
心
と
し
た
相
談
　
な
ど

・
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
子
育
て
サ
ロ
ン

（
栄
通
り
☎
71

－

１
１
２
０
、

　
百
合
が
丘
☎
70

－

３
１
６
４
）

・
相
談
で
き
る
こ
と

　
子
育
て
の
相
談
　
な
ど

・
時
間

　
９
時
〜
16
時
30
分

　
春
は
、
子
ど
も
の
進
級
や
進
学
な
ど
新
生
活
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
で
、
生
活
の
変
化
へ
の
不

安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
不
安
に
思
う
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
　談
　窓
　口
　一
　覧

4月より4月より
駅
北
口
に
保
育
所
分
園
が

　
　
　
　
　開
園
し
ま
す

駅
北
口
に
保
育
所
分
園
が

　
　
　
　
　開
園
し
ま
す

相
談
で
き
る

子
育
て
仲
間
を
作
ろ
う

駅前ナーサリー保育室
（乳児室）
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み
ん
な
で
一
緒
に
健
康
づ
く
り
！

み
ん
な
で
一
緒
に
健
康
づ
く
り
！

健
康
相
談
・
健
康
教
室

健
康
相
談
・
健
康
教
室

　
町
で
は
、
平
成
26
年
度
に

「
二
宮
町
健
康
増
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
　豊
か
な
自
然
で

育
む
健
康
な
心
と
か
ら
だ
〜
み

ん
な
で
つ
く
る
健
康
長
寿
の
里

二
宮
〜
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　こ
の
計
画
で
は
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
に
よ
る
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
標
に
、
町
民
一

人
一
人
の
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
が
町
全
体
へ
と
広
が
り
、

「
健
康
長
寿
の
里
」
が
実
現
で

き
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

　
町
職
員
な
ど
が
地
域
に
出
向

き
健
康
相
談
や
健
康
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
健
康
相
談

　
健
康
に
関
す
る
相
談
を
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
な
ど
が
行
い
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
相
談
や
健
康
教
室
を
希

望
す
る
際
は
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

な
ど

■
申
込
方
法

　
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
申
請

書
を
提
出

※
申
請
書
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

　通
年

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　
（
☎
71

－

７
１
０
０
）

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

破
砕
ご
み
の
出
し
方
再
確
認

　
「
破
砕
ご
み
」
で
出
せ
る
ご

み
は
、
１
人
で
持
ち
運
ぶ
こ
と

が
で
き
、
１
番
長
い
辺
が
１
ｍ

（
棒
状
・
板
状
の
も
の
は
２

ｍ
）
ま
で
の
硬
い
も
の
で
す
。

・
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な
い
硬
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

・
ガ
ラ
ス
・
陶
器
製
品

・
１
人
で
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で

き
る
家
具

・
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
カ
バ
ン
、

傘
、
か
み
そ
り
な
ど

（
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

の
混
合
物
）

ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が

「
破
砕
ご
み
」
に
混
入

 

破
砕
ご
み
の
中
に
は
依
然
と

し
て
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
紛
れ

て
い
ま
す
。

　
破
砕
ご
み
は
、
平
塚
市
の
粗

大
ご
み
破
砕
処
理
場
で
細
か
く

砕
き
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

が
破
砕
機
に
入
る
と
爆
発
事
故

や
火
災
の
原
因
と
な
り
、
施
設

が
破
損
す
る
だ
け
で
な
く
、
人

命
に
関
わ
る
大
事
故
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
中
身
を

使
い
切
り
、
穴
を
開
け
て
か
ら

「
空
き
缶
類
」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

平成27年度に開催した健康教室

越地・釡野地区で開催した健康教室

地区 テーマ
「食べて元気　栄養改善」

体組成測定
「血管力アップで元気生活」

血管年齢測定
「あなたの体内年齢を知ろう」
血管年齢測定と健康劇

「あなたの体内年齢を知ろう」
骨密度測定と健康劇

越地・釡野

富士見が丘・松根

上町・中町

下町

間
違
え
や
す
い
も
の

　
ビ
デ
オ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

な
ど
は
、
テ
ー
プ
が
破
砕
機
に

絡
ま
り
故
障
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
「
可
燃
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
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へ

ごみの出し方

温水プールで健康づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください
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　交番や駐在所に勤務する警察官の活動の
一つに「巡回連絡」があります。巡回連絡
では皆さんの家庭や会社などを訪問し、事
件や事故の情報を提供するほか、警察に対
する相談や要望などを伺っていますのでご
連絡ください。

・不審な人がうろついているのでパトロー
ルを強化してほしい
・迷惑駐車などで困っている
・おどされたり、嫌がらせを受けたりして
いる

など

　『広報にのみや』は次号より、従来の『広報にのみや』と『広報にのみやお知らせ版』を統
合して毎月25日の発行となります（４月号は３月25日発行）。統合に伴い、各種団体の原稿提
出期日と提出方法を下記のとおり変更しましたのでご注意ください。

≪各種団体の原稿提出期日・提出方法≫
　掲載したい月の前々月15日までに『広報にのみやじょうほう館掲載申込書』と原稿(任意書
式）を企画政策課へ提出してください。（【例】５月号（４月25日発行）に記事を掲載したい
場合は３月15日（火）までに提出）
　なお、提出期限までに詳細が決まらない事業などについても、期日までに概要を提出いただ
き、後日詳細を伝えていただくことで対応できる場合がありますのでご相談ください。

大磯警察署だより

自転車盗

万引き

車上狙い

その他の刑法犯

合計

1

1

1

6

9

種　別 １月

犯罪発生件数

大磯警察署（☎72ｰ0110）

企画政策課広報統計班

（平成28年２月１日現在)（平成28年２月１日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 28,480 人 （ ＋４）
　男 13,752 人 （ ＋４）
　女 14,728 人 （    ０）
世帯数 11,577 世帯 （ ＋５）

善意の寄付に感謝善意の寄付に感謝
西田　高穂　様
日暮　正樹　様
小山　和伸　様
小澤　直幸　様
所　　信行　様
（公社）神奈川県ＬＰガス協会湘南支部　様

ありがとうございました。

広報にのみやの原稿提出日をご確認ください

◆このような相談も受け付けています◆

※『広報にのみやじょうほう館掲載申込書』は
　町ホームページからダウンロードできます。
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第62回文化財防火デー町制施行80周年記念事業町制施行80周年記念事業
オカリーナ波の会
ファーストコンサート
2月13日（土）2月13日（土）

第12回菜の花ウォッチング

1月9日（土）～2月14日（日）1月9日（土）～2月14日（日）

1月30日（土）1月30日（土）

　オカリーナ波の会ファーストコンサートが
ラディアンホールで開催されました。早春の
菜の花をイメージしたオリジナル曲「菜の花
の里」などが披露され、優しい音色が会場を
包み込みました。

　文化財を火災から守るため、文化財防火デ
ーに合わせて消防団や教育委員会、浄源寺、
一色地区が合同で消防訓練を実施しました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、各団体
から約50名が参加し、消火器の取り扱い訓練
や文化財搬出訓練のほか、消防隊による消火
訓練を行いました。

　今年で12回目を迎えた吾妻山菜の花ウォッ
チングは天候にも恵まれ、県内外から多くの
方が訪れました。イベント初日から見事に満
開を迎えた６万株の菜の花と雪化粧をした富
士山のコラボレーションに、多くの方が魅了
されていました。また、期間中には地場産品
販売会やポールウォーキング、雛の吊るし飾
り展、ふれあいの湯などさまざまなイベント
が行われました。

10広報にのみや 平成28年３月10日
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地域づくりや防犯のためにも大切です。



第12回
ラディアンピアノマラソンコンサート

2月27日（土）2月27日（土）

　第70回市町村対抗かながわ駅伝競走大会が
開催され、二宮町代表チームが町村の部で見
事優勝を果たし、２連覇を達成しました。ま
た、総合順位も昨年度の16位から１つ順位を
上げて全30チーム中15位と好成績を残しまし
た。

　世界の名器「スタインウェイ」で参加者が
思い思いの曲を演奏しつないでいく、第12回
ラディアンピアノマラソンコンサートがラデ
ィアンホールで行われました。87組が出演し、
ホールにきれいな音色を響かせました。

ラディアン花の丘公園
桜の植樹

2月2日（火）2月2日（火）

　ラディアン花の丘公園で桜の植樹が行われ
ました。NPO法人｢自然への奉仕者・樹木医
協力会｣から苗木約50本を寄贈いただき、百合
が丘保育園の園児が元気に声を上げながら多
目的広場の北側斜面部分に苗木を植えました。

第70回市町村対抗
かながわ駅伝競走大会

2月14日（日）2月14日（日）

町村の部 ２年連続優勝！町村の部 ２年連続優勝！

町村の部　順位
順位

1

2

3

町村名

二宮町

箱根町

葉山町

総合タイム

2：49：42

2：49：51

2：51：41
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文化財保護ポスターコンクール

▲

二宮産菜の花のおいしい給食！ ▲

　神奈川県世界遺産登録推進委員会主催の第
44回文化財保護ポスターコンクールにおいて
「わたしたちの文化財」部門で二宮中学校の
吉田将吾さんが入賞しました。

　２月９日の学校給食に二宮産菜の花を
使った「シーフードチャウダー」と二宮
産みかんを提供しました。学校給食セン
ターでは、今後も学校給食に地域の特産
物を使った安全でおいしい給食を提供し
ます。

　下水道作品コンクール（（公財）神奈川県
下水道公社主催）の、作文の部（応募数97
点）で二宮小学校の熊澤夏希さんが最優秀賞
を受賞し、表彰式で朗読しました。また、書
道の部（応募数3,665点）では山西小学校の飯
島かほさんが入賞しました。このコンクール
は相模川・酒匂川流域21市町の小学４年生を
対象に毎年実施しています。
　入賞した２人の作品は、平成29年１月末ま
で下水道公社酒匂管理センター（小田原市西
酒匂１丁目1-54）に展示されます。ぜひご覧
ください。

ともしびポスターコンクール

下水道作品コンクール

飯島かほさん
（山西小学校４年生）

吉田将吾さん（二宮中学校２年生）
　神奈川県社会福祉協議会・神奈川県共同募
金会主催の第36回ともしびポスター・第29回
ともしび絵本コンテストのポスターの部（中・
高生）において二宮中学校の鶴岡真由さんが
準優秀賞を受賞しました。

鶴岡真由さん（二宮中学校３年生）

熊澤夏希さん
（二宮小学校４年生）

レシピを確認できます
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